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説明の内容

 宮城県民の健康の現状（子ども・保護者）

 気仙沼保健所における取組み
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宮城県民の健康の現状

@宮城県・旭プロダクション



食塩過剰
【男性】全国ワースト １位
【女性】全国ワースト １３位

肥満が多い
【大人(H28)】男性：全国ワースト４位

女性：全国ワースト７

【子供(R2)】男子：半数以上の学年で
全国ワースト１０位以内

野菜摂取量が多い?！
【男性】全国ベスト ３位
【女性】全国ベスト１０位

歩かない人が多い
【男性】H24全国ワースト１位

H28全国ワースト７位

メタボが多い
メタボ該当者及び予備群の
割合は、平成20年度から
１２年連続ワースト３位以内！

「平成２8年国民健康・栄養調査結果」 （厚労省）
「令和元年度学校保健統計調査」（文科省）
「特定健康診査・特定保健指導に関するデータ」 （厚労省）
「平成27年都道府県別年齢調整死亡率の概況」 （厚労省）

写真提供：河北新報社 ・ 仙台放送 （みやぎカイゼンプロジェクト）

脳血管疾患が多い
（死亡率が全国平均より高い）
【男性】H27：全国ワースト１３位
【女性】H27：全国ワースト１１位

4

宮城県民の健康の現状



宮城県民の健康の現状（子ども）

肥満傾向児の出現率（圏域別の比較：男子）
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R1,R2年度宮城県児童生徒の健康課題統計調査結果
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宮城県民の健康の現状（子ども）

肥満傾向児の出現率（圏域別の比較：女子）
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宮城県民の健康の現状（保護者世代）

食習慣上の特徴：間食の頻度が高い
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朝昼夜３食以外に間食や甘い飲み物を「毎日」摂取していると回答した人の状況

データ：R01年度特定健診質問票（市町村国保 受診者約10万8千人、協会けんぽ 受診者約21万3千人）の結果。
標準化該当比（県を100とした際の指標）で比較。

出 典：データからみたみやぎの健康概要版令和3年度版

男性 女性

宮城県平均を100



宮城県民の健康の現状（保護者世代）

生活習慣上の特徴：運動習慣が少ない
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「1回30分以上の軽く汗をかく運動を週に2回以上、1年以上実施していない」
と回答した人の状況

男性 女性

宮城県平均を100

データ：R01年度特定健診質問票（市町村国保 受診者約10万8千人、協会けんぽ 受診者約21万3千人）の結果。
標準化該当比（県を100とした際の指標）で比較。

出 典：データからみたみやぎの健康概要版令和3年度版
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気仙沼保健所における取組み

@宮城県・旭プロダクション



気仙沼保健所における取組み

かぞくでトライ！うちで健康チャレンジ（R02～）
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【ねらい】

平常時からの子ども・保護者世代の健康課題（肥満、運動不足等）に加え、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大により、一層の身体活動量の低下や、 食習慣の乱れが懸念される
ことから、「家庭での家族ぐるみの健康づくりの実践」を目指し、実施したもの。

【対象】

●管内の小学校に通う児童及びその保護者
●管内の幼稚園、認定こども園又は保育所に通う園児（３歳以上児）及びその保護者

【内容】
各施設で設定した任意の期間、下記の取組みを７日間または14日間、親子で実践する。
●運動に関するチャレンジ（子ども）体をたくさん動かして遊ぶ。

（保護者）普段より15分多く体を動かすことを意識する。
●食に関するチャレンジ （子ども）おやつを食べる際は時間と量を決め、夕食後は食べない。

（保護者）夕食後に間食を食べない。

●感染対策に関するチャレンジ（子ども）外から帰ってきた後・ごはんの前に手を洗う。

（保護者）帰宅後・調理前後・食事前には手を洗う。
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実際に使用した「うちで健康チャレンジシート」

チャレンジができたら

シールをペタリ

連続でなくてもOK。
1日おきでも

まずは取り組んでみる
ことが大切



気仙沼保健所における取組み

かぞくでトライ！うちで健康チャレンジの実施状況
子どものチャレンジ実施結果(シールを貼った日数(7日間バージョン))＊12月9日時点

〔16施設(内訳:保育所10施設、幼稚園4施設、学校2施設)、178家庭の実施状況〕
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【どうやって体を動かしている？（子どもの例）】
• 親子で一緒に散歩をした
• YouTubeを見ながら親子で運動をした
• 親子でラジオ体操をした
• 縄跳びやトランポリンをした
• きょうだいで体を動かして遊んだ

【どうやって体を動かしている？（保護者の例）】
• 親子で一緒に散歩をした
• YouTubeを見ながら親子で運動をした
• 親子でラジオ体操をした
• 駐車場を遠いところに停めた
• できるだけ階段を使った
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気仙沼保健所における取組み

今後に向けて～地域で活用できるツール～

チャレンジシートを
提出したご家庭には、
ノベルティを配布
しています

 現在、気仙沼保健所の
ホームページにおいて様々な
情報発信を実施

 健康づくり教材の充実や、
各教育・保育機関も活用
できる健康データの掲載も
行う予定

▲保護者向けに配布する
おたより 気仙沼圏域の健康食育 検索

▼健康づくり教材


